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第 1 章の緒論では本論文の目的を述べ，第 2 章では本論文において用いた超音波による非破壊評価技
術について述べている。第 3 章はカーボンレンガの内質の非破壊評価を透過法による超音波探傷で行っ
たものである。先づ予備実験の結果，通常の金属材料の欠陥検出に用いる MHz 領域の超音波では減衰








の昇温，冷却条件での AE 発生状況を調べ， x線回折結果と比較することにより，昇温時 300 0C 附近の
AE はクリストパライトの α→ F変態に起因すること，冷却時における 180 0C附近の AE 発生はクリス
トパライトの月→ α変態に起因することを確かめた。さらに，試験片に，各種温度域での熱サイクル負
荷を与え，その聞の AE 計測を行い 200 oc ,__ 400 oc の熱サイクルにおいて AE の発生が最も顕著であ
ることを見出した。また熱サイクル後の試験片を曲げ試験により強度評価するとともに，曲げ試験中の




の特性および各種温度域での熱サイクル挙動に関する基礎的知見から，従来 800 0c であった使用下限温
度を 500 0C に下げることができ，熱風炉操業条件の改善および省エネルギーに大いに寄与した。このよ
うに本論文は工学的および工業的に価値あるもので博士論文として価値あるものと認める。
? ?「O内ペリ
